
明海大学「省エネルギー」宣言 

明海大学は、建学の精神に「社会性・創造性・合理性を身につけ、広く国際未来社会で活躍し得る有為 

な人材の育成」を掲げる高等教育機関として、教育研究活動を通じ、我が国の社会に貢献し、さらには、 

世界に貢献することが使命であります。また、地球温暖化防止に関する京都議定書の発効、昨年5月に公 

布されたエネルギーの使用の合理化に関する法律の一部を改正する法律（改正省エネ法）の施行等、国際 

的な課題である地球環境問題の解決は、本学の建学の精神と理念を同じくするものであり、学生・教職員 

が国際社会の責任ある一員として、これまで以上に積極的かつ継続的に取り組んでまいりたいと考えてお 

ります。 

これら地球環境をめぐる諸情勢を踏まえ、私たちは、すべての教育研究活動を通じて地球温暖化防止に 

寄与することをここに宣言いたします。 
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明海大学建学の精神「社会性・創造性・合理性を身につけ、広く国際未来社会で活躍し得る有為な人材の育成をめざす」 

社会性 

今や、人類共存の理念は、地球の資源問題、環境問題を抜きに考えられない時代を迎えました。地球規模で進行しつつ 

ある高齢化社会に伴う労働社会問題、低迷を続ける国際経済問題、発展途上国における社会経済問題等々、解決すべき 

問題は山積しています。これら全人類の課題と取り組み、人類の繁栄と幸福を推進するため、和を重んじ、心豊かな社 

会性に富む人間を育成し、学際領域にも及ぶ総合的教育研究を行います。 

創造性 

今日、科学技術・学術研究の先端が次々に新しい展開をしており、大学としてその時代の最先端をどのようにリードし 

ていくかという課題に直面しています。しかし、大切なことは、一方的な技術の振興を図ることではなく、技術の進歩 

と人間性の調和を図りつつ世界への貢献を果たさなければなりません。人類の生き方について、未来からの挑戦を受け 

ていると言われる今日において、学問の世界は、まさに自然科学はもとより人文・社会科学などの分野においても激動 

の時代を迎え、学際的な領域から価値の見直しが迫られています。知の継承、創造の拠点である大学はより国際競争力 

を強化し、大学の多様性を発揮して、このような時代において、総合的見地から、国際未来社会を切り拓く創造性豊か 

な教育研究を行います。 

合理性 

高度情報化社会を迎え、 情報量は増大し、 情報なくして個々の人間は、 自己の意思決定すら出来ない感を呈しています。 

科学技術の発達は、人々の生活様式を変え、価値観にも大きな影響を及ぼすことから、科学技術の独り歩きは許される 

ところではありません。従って、科学技術のコントロールの完全を期するとともに人間性の発揚に心がけ、未来社会を 

切り拓く信念が重要となります。このため、合理性ある教育研究の場を醸成します。 

このように本学の建学の精神は、社会性・創造性・合理性を身につけ、広く国際未来社会で活躍し得る有為な人材の育 

成をめざすものであります。 

アクションプラン 

１ 照明の必要時以外の消灯励行 

２ 冷暖房の効率化と適正温度の遵守 

３ 電気製品の電源オフ推進 

４ 節水の推進 

５ リサイクル活動の推進 

６ その他環境保全のための活動の推進


